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女性民教審

政府の臨教審を監視し、女性の手で教育改培促苫を作ろうと60年 4月に発足し、

公開審議2H亘l、非公開審議46回を獲ねてきた「反性による民間教育審議会(女性民

教審)J (俵駒子出話人代表)が、 13日東京・銀座のヤマハ・ホールで「侵後の集い」

を開き、とれまでのミ集大成ミといえる138項目の「段終教育改革促苫」を発表した。

この日、 会場には全閣から母親、教師1ら約6110人が参加。俵目白子、樋口息子さ人ノら審

議メンバーは総出演、寸劇l仕立てで「最終提昌」を発友、 会場からさかんな拍手を

浴びた。この女性民数穫の「鍛終教育改革提言Jは、任期が8片までとなった臨教

審のi及終答申を前に、文部併や臨教審にさっそく開けられる。

全国婦人新聞社

• 

寸
劇
仕
立
て
で
集
大
成

百
三
十
八
項
目

す
べ
て
生
か
せ

早
急
に
現
状
改
善
を

ヂどもれ

i! 
ゑ

桐明..:r _ t空
:“一ι 一 喝'7・
"誌な叫2事

、dez b夜、'旬、

そ
の
一
人
、
山
本
コ
l
タ
ロ
l
(敵

手
)
さ
ん
は
、
「
走
れ
コ
l
タ
ロ
l
」

の
替
え
軟
で
「
走
れ
、
民
教
審
」
を
。

コ
定
の
ラ
イ
ン
か
ら
は
ず
れ
る

と
、
吹
き
乙
ぼ
れ
(
成
績
の
よ
い
子
)

も
洛
ち
乙
ぽ
れ
も
い
じ
め
ち
れ
る
今

の
教
育
は
お
か
し
い
。
民
教
審
の
手

で
画
期
的
な
改
革
を
」
と
訴
え
る
。

ま
た
寸
劇
に
H

友
情
出
演
ヘ
少
々

ヒ
ネ
た
小
学
生
に
扮
し
た
、
青
木
雨

彦
(
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
)
さ
ん
は
、
「
女

だ
か
ら
と
い
っ
て
差
別
さ
れ
る
社
会

は
、
若
い
か
ら
、
貧
乏
だ
か
色
、
学

歴
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
差
別
さ
れ

る
男
の
社
会
と
同
じ
。
シ
ラ
ガ
だ
か

ら
ブ
男
だ
か
ら
-
と
差
別
さ
れ
て
い
る

僕
は
、
女
だ
か
ら
と
い
っ
て
差
別
さ

れ
る
社
会
に
は
反
対
で
す
」

同
じ
く
、
新
任
教
師
を
イ
ビ
る
教

頭
役
で
H

迷
H

演
技
を
見
せ
た
八
杉

田
桐
実
(
塾
経
営
)
さ
ん
は
「
子
供
た

ち
が
幸
せ
に
な
る
の
は
N

夫
婦
和
A
P

が
大
切
」
と
よ
く
わ
か
ち
な
い
こ
と

を
述
べ
、
会
場
を
湧
か
せ
る
。

ま
た
木
村
普
介
(
弁
護
士
)
さ
ん

は

「僕
も
友
人
の
椎
名
械
も
、
学
校

時
代
は
み
ー
ん
な
落
ち
こ
ぼ
れ
。
港

ち
と
ぽ
れ
が
元
気
に
学
べ
る
学
校
を

作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
意
味
で
、

女
装
で
も
な
ん
で
も
や
る
か
ら
女
性

を
続
け
る
ほ
う
か
ょ

や
山
山
必
の
後
七
仕
事

聡
業
を
も
ち
、

μ
何
時
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男性ゲストも大活躍。愛JII (左)

さんと八杉 (右)さん

民
教
審
を
今
後
に
つ
な
げ
て
ほ
し
成
」
(
三
井
)
「
教
育
は
授
け
る
も
の
、

い

」

権

威

あ

る

も

の

と

い

う

考

え

か

ち

変

看
護
婦
姿
で
登
場
し
た
愛
川
欽
也
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
飯
田
)と、

(俳
優
)
さ
ん
は
「
男
も
サ
ー
ベ
ル
意
見
が
出
さ
れ
た
。

や
鉄
砲
を
身
に
つ
け
ず
、
こ
ん
な
か
最
後
に
女
性
民
教
審
を
代
表
し
、

っ
ζ
つ
を
す
れ
ば
小
子
U
は
女
性
の
気
俵
さ
ん
が
「
私
た
ち
の
一
提
言
を
全
面

持
が
わ
か
る
は
ず
。
日
頃
忙
し
い
女
的
に
取
り
上
げ
た
グ
最
終
答
申
H

を

性
た
ち
が
民
教
審
を
作
り
、
せ
っ
か
出
せ
と
、
本
当
は
鴎
教
審
に
書
い
た

く
の
い
い
女
が
目
を
吊
り
上
げ
て
や
い
。
が
、
多
分
、
受
け
入
れ
ら
れ
な

る
と
い
う
と
と
は
、
い
か
に
国
の
審
い
と
と
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か

型
宗
タ
ヨ
リ
に
な
ち
な
い
か
と
い
し
私
た
ち
は
、
子
供
を
愛
す
る
親
の

う
と
と
。
僕
は
中
曽
根
内
閣
の
臨
教
立
橿
明
か
ら
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
こ
の
提

審
よ
り
、
み
は
さ
ん
の
方
を
信
じ
ま
雷
を
作
り
、
今
は
糟
も
魂
も
尽
き
は

す
。
解
散
し
て
も
き
っ
と
何
か
や
る
で
た
気
持
。
民
教
審
は
と
れ
で
終
り

は
ず
だ
か
ら
、
僕
は
一
生
あ
な
た
方
と
な
る
が
、
み
な
さ
ん
は
私
た
ち
の

に
つ
い
て
行
き
ま
す
」
と
、
メ
ン
バ
ー
投
げ
た
色
と
り
ど
り
の
ボ
l
ル
を
、

に
H
熱
い
ラ
ブ
コ
l
ル
ρ
を
贈
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
受
り
と
め
、
で

会
場
か
ら
は
ご
人
一
人
の
個
性
き
る
こ
と
か
ら
一
実
行
し
て
ほ
し
い
」

を
大
切
に
し
て
く
れ
な
い
学
校
に
、
と
撲
妙
、
女
性
民
教
審
の
活
動
の
薦

ち
ょ
っ
と
ウ
ラ
ミ
が
あ
る
」
(
江
田
を
お
ろ
し
た
。

五
月
さ
ん
)
、
「
物
が
自
由
に
き
え

る
学
校
に
し
よ
う
」
(
岐
阜
・
男
性

o
p
l
C
移
転

教
師
)
「
学
校
行
事
に
は
い
つ
も
父

親
が
不
在
。
今
日
は
父
親
の
出
番
と
た
ば
乙
問
題
情
報
セ
ン
タ
ー

(
T

思
っ
て
参
加
し
た
」
(
二
児
の
父
〉

O
P
I
C
)
が
、
東
京
都
平
代
田
区

な
ど
の
発
言
が
。

=

一
番
町
か
ら
、
文
京
区
白
山
一
の
一

ま
た
今
春
の
選
挙
で
当
選
し
た
三
一
の
一
六
倉
田
・

8
1
4
・
q
月
4υ

井
マ
リ
子
さ
ん
(
都
議
)
や
飯
田
菊

4
に
移
転
。
水
道
橋
駅
か
ち
都
営
6

恵
さ
ん
(
川
崎
市
幾
)
ち
女
性
議
員
号
線
で
白
山
駅
下
車
。

か
ら
も
「
特
に
男
女
平
等
教
育
に
費
一

I
ll-n
vl
n
u?ー
ー
ー

日
目
日
日
目
M
M
M
M
M
M
M

一

台

育
合
九
日
に
横
浜

|
1
1
1
10-
-
-

一
『
E
C
d
で

「
国
家
秘
密
法
と
拘

川

川

州

川

州

川

川

川

川

一

日
明
一

禁
二
法
に
反
対
す
る
県

川

畑

川

附

川

川

二

子

一

民
集
会
」
が
弁
護
士
会

H
H
H
H
H
H
H
H
U
H

一
「
¥
一

の
主
催
で
行
わ
れ
た
。

ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
に
し
一

r
R一
乙

2
Eで
朝
日
新
聞
編

ろ
、
全
体
と
し
て
は
、
就
業
継
続
の
一

-4x一
集
委
員

・
叡
下
彰
治
朗

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

一

1
1
1
氏
の
話
が
衝
撃
的
だ
っ

現
実
に
、
既
婚
者
の
場
合
、
家
事
・

一
た
。
薮
下
氏
ち
は
、
戦
前
の
防
線
法

育
児
の
負
担
が
女
性
に
か
か
っ
て
お

一
関
係
の
違
反
事
件
を
追
い
、
「
国
家

り
、
家
庭
内
で
は
ま
だ
、
固
定
的
な

一
秘
密
法
」
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と

性
別
役
劃
分
担
意
織
が
あ
る
乙
と
は
一
試
み
た
。
だ
が
、
朝
日
新
聞
の
取
材

否
め
な
い
。
ま
た
、
保
育
状
況
も
女

一
網
で
追
っ
て
も
、
防
線
法
関
係
の
一違

性
の
ニ

l
ズ
の
変
化
に
十
分
、
対
応

一
反
者
は
な
か
な
か
見
つ
か
ち
な
か
っ

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
育
児
休

一
た
。治
安
維
持
法
関
係
の
被
害
者
が
、

築
制
度
も
、
普
及
率
は
そ
れ
ほ
ど
高

一
声
高
ら
か
に
悪
法
の
非
を
訴
え
て
い

く
な
い
の
が
現
状
だ
。
高
齢
化
が
進

一
る
の
と
対
照
的
だ
っ
た
。

み
、
老
親
の
介
護
も
、
と
れ
か
ら
の

一

脅
会
合
や
っ
と
見
つ
け
出
し
た
遠

大
き
な
際
題
で
、
現
実
に
は
介
護
が

一
反
者
は
朝
日
新
聞
記
者
に
向
っ
て

女
性
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
。

一

「
ま
だ
許
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
し

乙
れ
ら
を
踏
ま
え
「
女
子
労
働
者

一
ょ
う
か
」
と
叫
ん
だ
。
多
く
の
人
が

の
福
祉
|
|
」
で
は
、
男
女
雇
用
機

一
故
郷
を
離
れ
、
ひ
っ
そ
り
と
く
ら
し

会
均
等
法
の
奉
本
理
念
「
女
子
労
働

一
て
い
た
。
治
安
維
持
法
関
係
の
人
々

者
が
母
性
を
尊
重
さ
れ
つ
つ
し
か
も

一
の
多
く
が
H
確
信
犯
H

で
あ
り
、
M
恩

性
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
と
と
な
く
そ

一
想
・
信
念
の
た
め
に
国
家
に
弾
圧
さ

の
能
力
を
有
効
に
発
揮
し
て
充
実
し

一
れ
た
H

の
に
対
し
、
防
線
法
関
係
で

た
職
業
生
活
を
営
み
、
及
び
職
業
生

一
一
界
に
間
わ
れ
た
人
の
多
く
は
全
く
の

活
と
家
庭
生
活
と
の
調
和
を
図
る
こ

一
庶
民
で
あ
っ
た
。
漁
を
禁
じ
ら
れ
た

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
に
の
っ一

島
に
砲
台
が
建
っ
て
い
る
よ
、
と
気

と
り
施
策
手
短
進
。
多
様
な
就
業
パ

一
軽
に
し
ゃ
べ
っ
た
た
め
に
、
某
砲
の

タ
l
ン
に
対
応
で
き
る
、
き
め
細
か

一
工
事
を
し
て
い
た
が
病
気
で
や
め
さ

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
要
求
さ
れ
る
と
一
せ
ら
れ
た
、
と
世
間
話
を
し
た
た
め

し
て
い
る
。
具
体
的
施
策
と
し
て
、

一
に
，
国
家
秘
密
を
暴
い
た
H

と
罰
せ

①
女
子
の
能
力
に
つ
い
て
の
固
定
的
一
ら
れ
た
。

な
見
方
や
性
別
役
劃
分
担
吾
議
の
見
一

主

人M
も
っ
と
怖
し
い
と
思
つ
の

直
し
に
つ
い
て
広
く
社
会
の
理
解
と
一
は
、
多
く
の
ケ
l
ス
が
、
仲
間
や
近

認
織
を
深
め
る
②
雇
用
の
分
野
で
女
一
所
の
人
の
密
告
で
罪
に
間
わ
れ
て
い

性
が
男
性
と
均
等
な
機
会
を
得
、
憲
一
る
乙
と
。
そ
れ
か
ら
、
い

っ
た
ん
ス

欲
と
能
力
に
応
じ
た
均
等
な
待
遇
を
一
パ
イ
と
い
う
と
と
に
な
る
と
、
也
間

受
け
る
状
況
を
実
現
す
る
③
女
性
が
一
か
ら
徹
底
的
に
白
眼
視
さ
れ
た
と
い

妊
娠
、
出
産
、
時
育
の
役
劃
を
果
た
一
う
乙
と
で
あ
る
。
グ
国
を
売
る
H

こ

す
と
と
に
着
目
し
た
母
性
健
康
管
理
一
と
は
、
ま
と
と
日
本
国
民
に
あ
ら
ざ

④
女
性
が
男
性
よ
り
重
く
家
事
、
育
一
る
行
為
で
、

一
た
ん
そ
の
よ
う
な
レ

児
等
の
家
庭
責
任
を
負
っ
て
い
る
こ

一ッ
テ
ル
が
は
A
れ
る
と
、
生
き
に
く

と
が
、
就
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
く
な
っ
て
し
ま
う
の
が
、
乙
の
国
で

て
い
る
乙
弁
を
踏
ま
え
た
就
業
に
関
あ
る
。

す
る
援
助
、
の
四
点
を
掲
げ
て
い
る
。

合
合
*

再k

* 

うすムめ

ヒカシマル醤油

中羊料理る洋風・和風・
、ま吠ノこ合し~れ1本で間;

..逼元兵.'"竜野市 ヒガシマル醤油練式会往

ヲ・



安売号 f、来斤匹胃壬~安斉~ .，J、議*J!.宵国釜~ (2 ) (土曜日 〉198ワ年6月 20臼(第3種郵便物胞可)

~~ 
8時閣労働衛1)をつき崩し「企揖が必堕とするとき・必要なだけ・問問レ
賃金なし」で働かせようとする、労働基酷司、oコヒ改想ミニ変形労働時rHr
制の導入に比対しよう Pーーと5円 r24峠問まると壬と会計0)れ即日、ょ
こそ、人間に附..る封働とサてが?を 8• 5労山法出:I!{・企市升醐I，'ffハlの
明人に反対寸るλ臨告J(主R1 日出会実行歪貝0.='2.7同体で間1&1が
間京・九段トの千代田(x公丹市で開力、れたっ

変
型
労
働
時
間
粉
砕
ヘ

れ
iA

釘
よ
り
人
間
ら
し
く
を
原
点
に

--JdfF((
奏
号
、
-
こ
ろ
⑦

昭
和
二
十
二
年
九
月
十
六
日

(
此
)
晴

す
か
す
が
し
い
ま
で
の
透
き
通

っ
た
空
に
屈
が
き
ち
め
い
て
ゐ

る
。
朝
函
時
の
空
町
堕
で
あ
る
。

開
(
か
わ
や
)
に
立
つ
で
酔
か
に

己
ほ
ろ
さ
の
輔
さ
音
を
聞
き
つ

つ
、
置
の
後
の
空
を
眺
め
る
。
閉

し
い
風
が
入
っ
「
〉
¥
る
。
た
ま
っ

た
椛
湖
拘
を
間
々
と
杭
ふ
。

午
后
、
紙
芝
居
の
件
に
つ
キ
「

伊
ノ
刷
、
+
八
右
両
家
者
話
ね
る
。

低
芝
居
の
本
は
駄
目
な
よ
レ
、
が

っ
か
り
す
る
。
伺
れ
舎
で
圃
ふ
べ

き
で
あ
R
ズ
Jo

和
彦
の
セ
ー
タ
ー
を
廟
み
は
じ

め
る
。
何
と
し
て
も
今
月
中
に
仕

上
げ
る
予
定
。

へ
ン
デ
ル
リ

l
ン
〔
曲
の
時
人
〕

の
小
説

「
ヒ
ュ
ベ
1
リ
オ
ン
」
を

臨
み
は
じ
め
る
。

薗
は
幌
ま
で
の
供
水
で
大
一
世
ぎ
。

車
京
も
低
地
は
浸
水
、
川
口
も
同

ふ

聞
と
の
と
と
。
冒
り
固
に
た
た
り

目
と
は
こ
の
窃
か
。

九
月
土
百
(
ホ
)
晴

新
聞
、
ラ
ジ
オ
の
鞄
一
道
は
明
出

回
十
一
ニ
年
以
来
の
大
洪
水
と
の

明
。
今
宵
、
位
単
士
頃
に
は
、
開
京

の
一
部
(
金
町
手
め
他
)
が
祖
曹

を
受
ゆ
る
か
も
知
れ
ぬ
と
の
事
。

台
風
の
被
害
は
大
、
直
ち
に
募
金
を

品
足
利
主
義
の
増
水
に
で
時
失
李
ぎ
で
風
呂
に
入
品
群
U

汗
そ
の
他
の
答
。
宮
崎
県
や
迫
て
八
時
頃
柏
崎
奪
青
空

即
川
、
名
取
川
の
氾
濫
。
向
と
云
ふ
懇
談
。
品
扇
、
今
回
の
木
古
に
つ

中
て
も
埼
玉
の
檀
曹
が
聞
た
る
も
の
キ
ι、
輯
掴
金
耳
揖
の
必
要
あ
る
事

痛
で
あ
っ
て
霊
と
し
て
金
眼
下
に
示
。
盟
、
臨
時
賞
金
を

ん
を
摺
っ
て
い
る
丈
に
、
今
挫
の
世
間
く
こ
と
に
す
。

活
梱
車
情
が
気
に
な
る
o

九
月
二
十
日
(
土
)
晴

十
ん
今
日
は
丸
々
に
で
、
午
前
申
に
午
后
一
時
よ
り
山
昭
家
に
支
闘

志
世
塑
ハ
伺
顕
企
庁
長
答
。
か
う
し
て
人
笠
宮
あ
り
。
出
席
者
冗
名
。
思

H

落
ち
つ
い
た
百
が
何
回
続
く
か
し
は
ぬ
嗣
馳
走
が
出
る
。
全
員
自
里

山
口
円
。
と
賃
士
広
れ
る
。
の
掴
祉
の
み
な
り
ず
、
社
主
へ
闇

:
九
月
十
八
日
(
木
)
畳

極
的
に
呼
び
か
け
る
事
。
そ
し
て

罪
賦
山
腫
に
山
唾
由
記
り
、
三
明
日
の
目
本
を
明
る
く
す
る
事
。

村
埋
世
、
死
者
相
当
額
に
皮
ぷ
。
そ
の
他
、
臨
物
利
用
に
で
も
工
夫

あ

〉

睦

た

り

。

如

同

に

て

劫

県

を

あ

げ

骨

る

こ

主
丈
、
九
時
半
家
を
出
て
了
い
、
と
、
開
閉
活
等
に
つ
い
て
b
括
し

l
〉
の
帰
米
桂
の
生
病
が
自
に
惇

ぷ
唱
A
Jで
な
つ
か
し
か
っ
た
。

慣
は
盛
め
て
一
愉
慢
で
、
し
み
じ

み
、
日
本
人
の
生
届
態
度
金
卑
屈

な
己
と
(
選
咽
す
ぎ
る
)
、
暗
い

感
じ
が
オ
る
。
社
突
が
下
手
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
た
。

九
月
二
十
二
日

(
月
)

韓
同
金
の
聾
蝿
成
檀
報
告
の
た

め
五
夫
人
由
来
宅
。
話
も
附
か
ね

ば
な
ら
な
い
し
、
パ
ン
軒
焼
い
て

出
さ
ね
ば
な
民
ず
、
て
ん
で
ヲ
し
C

S
と
か
云
う
人
が
「
閣
人
告
が
週

膜
を
慰
存
ぞ
く
れ
拍
守
包
寄
附

は
し
な
い
」
と
云
っ
た
と
か
c
個

人
と
し
て
は
慰
安
も
し
干
や
り
度

茶
嗣
一
つ
、
お
む
つ

-
枚
金
方
が

ど
ん
な
に
よ
い
か
も
し
れ
由
」
と

云
ふ
。
伺
と
z
Z
ふ
宵
噂
し
た
百
薬

だ
色
ヨ
。
当
方
は
、
守
田
町
に
担
員

会
の
担
捕
に
よ
っ
て
一
帯
た
金
で
あ

る
。
人
を
と
や
か
く
云
ふ
前
に
、

皿
一
枚
臨
め
た
か
と
聞
き
度
い
と

己
ろ
を
義
憤
U
た
q

情
人
を
臨
む

人
ら
し
い
。

帰
途
A
E
潤
営
団
に
寄
り
、
芦
田

配
速
し
て
く
れ
る
や
う
申
込
ん

だ
G

担
割
を
ペ
コ
ペ
コ
謝
罪
し
て
ぬ

た
が
ー
。

九
月
二
十
三
日

(山氏
)
晴
時
々

盛
自
分
の
録
青
房
個
人
の
声
と
し
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棚
す
り
自
由
に
お
も
ち
。
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グ
長
屋
の
大
家
d

の
つ
も
り

不
幸
な
人
の
役
に
立
ち
た
い

た
転
職
で
生
活
が
す
ぎ
み
、
自
慨
し

て
い
く
。

萎
の
不
倫
の
場
合
も

供
の
面
倒
が
見
ら
れ
ず
困
っ
て
い

る
。
そ
の
平
歩
}
少
し
の
聞
だ
け
預
つ

で
も
争
え
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
、
近

所
の
人
に
椙
酷
さ
れ
、
引
き
受
け
た

の
が
拍
ま
り
。
以
降
、
開
却
さ
ん
の

軍
に
は
、
い
つ
も
一
人
か
=
人
は
そ

う
い
う
手
供
た
担
が
出
入
門
差
し
て

い
る
。五
十
七
年
十
月
、
中
野
区
(
当
時

尚
閣
さ
ん
は
中
野
に
住
ん
で
い
た
)

が
単
朝
家
庭
協
力
聞
を
碍
揮
し
た

際
、
両
輔
さ
ん
は
即
座
に
協
力
を
申

し
込
ん
だ
。
昨
年
、
杉
並
区
に
引
越

し
た
が
、
現
在
も
中
野
区
の
協
力
固

と
し
T
続
け
て
い
る
。

「
区
の
仕
事
は
五
両
で
轄
り
で
す

が
、
父
親
や
平
供
の
悶
閣
が
起
る
の

は
宣
時
壬
通
ぎ
て
か
ら
で
す
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
廿
吉
入
る
な
と
雷
わ
れ

ま
す
か
、
そ
う
も
い
か
な
い
明
白
も

あ
る
し
、
哩
話
相
般
を
や
っ
て
い
る

闘
保
上
、
個
人
的
に
帽
ま
れ
る
こ
と

も
あ
虫
志
す
し
ね
」

口
に
出
し
て
雷
わ
な
い
が
、
お
役

所
仕
事
で
一
瞬
決
で
き
る
問
題
ば
か
り

で
は
な
い
、
と
い
い
た
げ
だ
。

事
と
死
別
し
た
父
下
家
庭
は
、
会

社
平
近
所
の
人
に
同
情
さ
札
、
伺
く

れ
と
な
く
面
倒
を
見
て
も
ら
え
る

が
、
悲
惨
な
の
は
婁
に
出
て
竹
か
れ

た
軍
庭
だ
。

金
社
で
「
曹
に
議
日
口
れ
た
」
な

ど
雷
暫

2も
の
な
ら
、
大
企
社
で
は

管
理
能
力
を
関
わ
れ
、
出
世
コ
l
ス

か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
に
、

男
の
箇
子
で
冒
v

一
え
な
い
。
子
併
が
置

も
食
わ
ず
に
待
っ
て
い
る
の
で
、
い

ま
ま
で
の
聞
に
は
同
聞
や
上
司
と
つ

き
あ
え
な
く
な
る
。
み
ん
な
を
ず

う
す
感
じ
て
さ
そ
わ
な
く
な
る
。
閉

ま
ず
い
空
気
が
開
れ
る
。
服
告
が
だ

ら
し
な
く
な
る
。
つ
い
に
、
そ
の
職

輔
に
堰
r

一え
ら
れ
な
く
な
り
転
晒
、
ま

裂
が
輩
出
す
る
原
因
の
多
く
は
、

夫
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
酒
、
暴
力
だ
が
、

底
近
は
、
警
む
方
に
恋
人
が
出
果
た

と
い
う
ケ
l
ス
も
世
く
な
い
。

「
桔
指
し
、
女
性
の
方
は
ど
ん
ど

ん
成

E
K尽
す
か
、
開
性

gnは
そ

の
ま
ま
。
女
性
が
パ
I
ト
帯
で
外
に

働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
央
よ
り

い
い
開
が
い
る
事
を
知
る
。
琶
の
母

親
は
平
供
の
た
め
ガ
マ
ン
し
て
い
ま

レ
た
が
、
-R涯
の
女
性
は
遭
う
。
さ
っ

さ
と
別
れ
、
自
分
の
幸
廿
多
う
か
も

う
と
し
辛
す
ね
」

事
が
恋
人
#
停
っ
て
出
で
品
行
き
、

自
分
の
勤
め
て
い
た
会
社
は
国
有

国
畢
自
車
に
な
り
、
残
さ
れ
さ
ニ
人

の
ネ
供
を
浅
J

れ
に
心
中
を
図
っ
た

が
出
来
な
か
っ
た
と
、
男
性
が
涙
な

が
ら
に
電
話
で
訴
え
て
来
た
。

「
平
供
の
ノ
ド
に
手
を
か
け
た
ら
、

子
供
は
父
親
が
ふ
ざ
貯
て
い
吾
と
患

っ
て
ニ
ッ
コ
リ
需
っ
た
、
そ
れ
を
見

て
出
高
な
く
な
っ
た
と
い
い
$
守
。

い
つ
も
槽
性
に
な
る
の
は
子
供
で

す
。
だ
か
色
紙
は
、
ま
ず
子
供
を
中

心
に
し
争
¥
掴
酷
に
乗
っ
て
い
ま
す
」

己
ん
な
括
し
も
あ
る
l
l軽
井
沢

か
ら
、
二
人
の
曜
を
保
護
し
て
く
れ

と
い
う
位
頼
に
聾
慣
に
迎
え
に
行

き
、
父
親
の
-Z
L送
り

μ
Eけ
た
。

話
掛
蘭
く
と
、
母
親
は
下
の
娘
が
乳

う
な
状
詞
だ
か
ら
、
変
形
労
働
時
聞

に
な
っ
た
ち
、
女
性
は
パ
ト
か
フ

リ
l
、
眠
懇
説
で
な
い
と
聞
け
な

く
怠
る
」
(
宮
間
さ
ん
)

「
封
酌
時
間
短
縮
の
問
題
は
殆
ど

の
企
業
が
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
の

で
、
変
形
労
働
時
間
だ
け
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
労
憧
協

こ
の
日
合
唱
に
は
、
仕
ぷ
を
睦
え
ン
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
向
ム
、
生
活
リ
ズ
ム
を
お
び
や
か
す
も
に
は
、
た
く
さ
ん
の
パ

l
ト

、

ア

ル

定

を

桔

べ

ば

、

い

く

ら

で

も

働

か

せ

た

人

た

ち

が

職

堀

か

色

次

々

と

か

け

法

説

弊

に

ア

プ

ロ

ー

チ

、

そ

の

の

と

し

て

、

主

に

労

働

現

明

か

ち

反

パ

イ

ト

が

働

い

て

い

る

。

こ

の

人

た

ら

れ

、

輯

束

手

当

は

で

な

い

。
女
子

つ
け
、
労
葺
活
P
改

界

に

断

固

反

問

思

点

を

再

認

舗

す

る

と

と

も

に

、

対

の

声

が

あ

が

っ

て

い

る

。

ち

房

桓

艦

化

廿

宇

に

は

、

反

向

通

動

保

腫

規

程

は

隅

意

味

に

な

る

。

年

休

対
し
ょ
っ
と
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。
反
対
覇
重
り
ー
上
げ
て
い
く
と
と
君
、
働
く
女
性
に
と
っ
て
は
、
を
盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
」
(
?

ピ

も

会

社

が

血

れ

と

い

う

聞

に

と

色

な

岡
県
告
で
は
、
パ
l
ト
、
サ
l
ビ

を

確

偲

し

合

っ

た

。

こ

れ

ま

で

勝

ち

と

つ

で

き

た

宣

下

保

ス

産

棄

の

持

働

者

)

。

り

れ

ば

牢

休

掘

は

禍

櫨

。

働

く

ス

産

輔

、

電

槽

産

端

、

自

動

車

産

曜

、

既

轄

の

と

お

り

、

労

働

基

軍

高

改

護

観

慢

が

全

く

関

前

力

手

失

う

乙

と

あ

る

自

動

車

メ

ー

カ

ー

で

は

、

す

人

た

ち

が

仕

事

包

妓

輯

で

な

く

生

活

ま
た
、
元
弾
酌
悪
酔
監
白
宮
の
人
た
正
」案

は

五

月

一

下

七

日

の

問

ム

宅

、

に

な

っ

て

し

ま

う

己

と

か

ら

、

今

後

で

に

、

同

法

「

改

荏

案

を

先

取

り

者

に

な

る

こ

と

を

し

で

い

か

な

け

れ

ち

か

色

、

奇

、

現

場

で

は

ど

の

喜

つ

七

月

の

臨

時

国

舎

で

の

継

問

審

揖

が

の

反

対

運

動

が

亙

れ

だ

け

盛

り

ト

亦

し

た

や

り

方

で

、

労

働

時

間

を

定

め

ば

な

ち

な

い

」

(

中

島

さ

ん

)

に
な
っ
て
い
る
か
の
墾
口
、
も
し
、
担
ま
っ
た
。
己
の
「
改
正
」
車
が
趨
る
か
、
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。
て
い
る
。
生
産
部
門
で
は
、
拍
略
揖
岨
用
品
電
車
は
な
く
、
桟
措
手
当
も
で
え
な
い
範
囲
で
の
蹟
難
。
夜
空
+
号
閣
の
プ
ラ
イ
ド
券
量
壷
に
し
て
運
動
「
明
拍
車
苗
下
で
は
、
動
く
人
は

労
接
選
が
，
改
胆
H

さ
れ
た
A
Fち
る
と
、
一
目
、
一
週
あ
た
り
の
労
働
こ
の
日
の
蝿
舎
の
「
明
働
現
場
」
時
閣
が
告
社
の
郡
白
で
持
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
舎
廿
の
や
り
た
い
成
題
、
骨
い
て
タ
ク
シ
ー
で
宜
に
帰
り
、
少
を
つ
く
っ
て
い
く
晴
利
と
学
事
伊
必
人
間
で
な
か
っ
た
。
軸
桂
、
園
く
人

い
う
ま
苗
に
事
る
の
か
を
パ
プ
ォ

1

時
間
が
櫨
紹
苦
れ
る
?
」
と
に
な
り
、
か
ち
の
報
告
で
時
点
企
輔
の
人
は
、
る
。
こ
れ
ま
で
の
八
時
十
五
分
3
十
人
間
ら
し
い
生
活
と
こ
ろ
で
は
な
し
竃
て
す
ぐ
出
社
の
毎
日
。
こ
う
い
冒
と
(
輔
固
さ
ん
)
は
人
閣
に
な
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
、

マ
ン
ス
で
紹
介
。
ま
た
、
輔
田
懸
(
ル
企
讃
の
都
合
で
労
働
時
間
が
変
え
ら
時
間
短
縮
に
ば
か
り
回
が
い
っ
て
い
七
時
十
五
ペ
二
十
時
十
五
分
l
翌
い
」
と
怨
り
を
ふ
ち
ま
廿
る
。
う
と
と
に
堕
さ
れ
て
レ
芯
つ
の
が
「
十
五
年
前
に
S
E
(
シ
ス
テ
ム
・

骨
く
人
は
、
年
安
荷
停

f
、
金

ポ
ラ
イ
タ
ー
)
、
自
配
久
典
子
(
シ
れ
た
り
、
休
日
空
哀
の
指
定
す
る
る
が
、
周
車
が
通
る
と
、
職
輔
の
労
朝
亘
時
十
五
分
と
い
う
こ
交
暫
制
の
ま
た
、
男
女
置
用
構
会
均
等
法
が
一
番
コ
ワ
イ
。
人
間
ち
シ
¥
働
い
て
工
、
ζ
〆
ニ
ア
)
に
な
っ
た
と
ろ
は
、
額
に
し
T
b
約
四
兆
檀
司
こ
れ
亭
盃

ス
テ
ム

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
)
、
中
間
通
時
に
取
色
な
け
れ
ば
な
民
な
く
な
る
働
福
が
確
立
で
き
な
く
な
る
」
宍

l

中
に
、
世
み
と
し
て
六
時
i
十
四
時
鐸
付
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
女
子
の
生
活
す
る
忌
京
日
間
勘
条
件
に
す
る
槽
械
(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
)
も
少
な
揖
に
闘
し
て
し
か
も
、
唖
消
し
に
し

子
(
井
瞳
ー
士
)
、
松
岡
百
一郎
(
明
拍
な
ど
、
多
く
の
間
昭
点
窪
田
ん
で
い
ト
未
組
織
一
家
働
者
)
、
「
サ
ー
ビ
ス
=
下
五
分
、
十
四
時
二
十
五
分
l
ニ

残
捕
時
間
の
仲
が
は
ず
さ
れ
た
と
い
に
は
宝
ず
る
か
を
考
え
る
べ
き
。
く
、
掛
軸
に
合
わ
せ
で
酷
い
た
が
、
て
い
る
。
そ
し
て
砕
棄
は
太
っ
弓

大
学
名
膏
教
授
U

、
剣
持

一
巳
(
コ
る
。
そ
の
た
め
、
労
働
時
閣
の
盛
棺
革
で
昼
、
戸
夜
が
坦
転
し
た
生
句
人
十
三
時
と
い
王
片
タ
1
ン
が
登
場
し
う
、
電
機
産
曜
に
動
的
吾
女
性
同
曹

n
よ
り
人
閉
ら
レ
く
生
き
た
い
d

を
今
は
安
価
に
な
り
普
及
、
-
一
十
四
時
労
働
者
が
年
体
#
ラ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

ン
ピ
ュ
タ
よ
量
化
研
究
会
さ
ん
は
、
実
際
に
は
有
名
雲
と
な
り
、
た
る
に
直
す
重
詰
を
し
た
い
と
労
た
。
開
暗
に
い
た
っ
て
は
、

一
月
七
十
時
原
点
に
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」
。
闘
で
も
仕
事
が
で
き
、
劣
悪
な
事
サ
ー
ビ
ス
霊
を
し
で
“
日
本
は
荒

ち
に
よ
る
パ
永
ル
デ
ィ
ス
カ
y
シ
ョ
そ
れ
ど
己
る
一
か
、
人
聞
の
生
理
リ
ズ
働
組
合
を
つ
く
っ
た
が
、
と
の
措
哩
「
夜
十
一
一
官
仕
事
が
終
っ
て
も
問
、
三
か
月
間
主
皇
十
時
閣
を
昭
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ア
ピ
ー
ル
に
時
句
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
会
社
で
は
か
せ
ぎ
を
し

τぃ
?
と
園
開
益
出
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一
一
瞬
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
忙
し
く
風
呂
に
も
入
杓
ず
ρ
汗
く
さ
で
曹
わ
れ
て
い
る
。
年
休
も
骨
骨
時

の
増
加
は
著
し
く
、
こ
の
五
年
間
に
必
堕
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
少
女
た
朝
き
が
引
き
金
と
な
っ
て
商
品
曹
に
を
教
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
ず
、
朝
は
、
各
パ
永
ラ
ー
が
、
一
言
づ
っ
聞
い
ら
酒
く
さ
い
ら
く
つ
下
く
さ
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

開
樺
静
雄
〈
た
さ
さ
わ
し
ず
お
)

大
正
二
年
、
軌
回
生
ま
れ
。
中
国
か

色
帰
国
後
、
日
本
興
輯
盟
行
に
動
帯
。

在
行
中
、
朝
日
新
聞
社
辛
砲
の
劇
作

人
形
慢
で
一
入
選
し
人
形
作
家
に
。
そ

の
桂
、
中
野
料
理
学
園
代
理
。
昭
和

五
十
七
年
に
同
代
理
和
割
引
退
。
中
野

区
の
単
朝
軍
陸
協
力
員
と
し
て
扇
動

す
る
か
た
わ
ら
、
父
と
子
の
電
話
相

政
事
画
宅
で
ユ
行
う
な
ど
、
国
輯
塞
底

や
そ
の
他
の
ポ
ラ
一
ン
テ
ィ
之
活
動
を

晴
嵐
簡
に
行
っ
て
い
る
。

古
川
出
・

316
守口
l
o

国
開
会
描
の
期
間
中
に
カ
ナ
ダ
の
中
に
「
イ
ス
リ
ン
グ
ト
ン
・
トイ一
7

お
も
ち
ゃ
図
置
屈
を
担
額
す
る
こ
と
イ
プ
ラ
リ
i
」
が
あ
り
ま
す
。

に
な
り
手
U
た
。
二
百
自
の
朝
ま
で
「
ト
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
開
館

に
そ
れ
ぞ
杭
自
分
の
希
望
者
窓
に
置
は
毎
木
、
金
曜
日
の
午
前
九
時
十
五

い
て
…
提
出
し
て
お
守
弓
手
め
結
果
、
私
分
か
り
、
卜
一
時

t
h分
ま
で
。
置

と
齢
木
大
凡
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ
パ
蛍
は
地
域
の
時
間
た
担
原
、
プ
レ
ス

プ
ー
ル
か
ら
来
た
ミ
セ
ス

・
ウ
靖
グ
ク
1
ル
(
耽
学
前
)
の
子
ど
も
た
ち

ウ
ェ
ル
が
「
イ
ス
リ
ン
グ
ト
ン
卜
の
た
め
に
白
土
商
に
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ

イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
へ
行
く
己
と
に
。
ア
で
待
っ
て
い
る
壱
う
で
す
。
入
口

と
こ
ろ
が
、
ミ
セ
ス
・
ウ
ォ
グ
ウ
ェ
の
受
付
慣
に
は
、
当
番
表
と
か
、
連

ル
は
、
亜
日
の
疲
れ
が
出
て

k
ょ
っ
帖
事
項
が
は
り
出
し
て
あ
り
占
し

て
ホ
テ
ル
で
休
養
号
す
。
結
局
、
私
た
。
こ
の
目
、
当
番
だ
と
い
う
一
二
歳

と
齢
木
さ
ん
、
そ
れ
に
車
内
の
ボ
ラ
の
男
の
子
の
お
母
さ
ん
は
、
コ
l
ヒ

ン
テ
ィ
ア
の
方
と
三
人
で
出
か
り
る
ー
が
停
っ
た
り
、
平
ル
」
も
た
ち
に
リ

障
害
児
も
仲
良
く
一
緒
に
遊
ぶ

と
い
っ
た
気
軒
さ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
か
た
わ
ら

で
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
自
由
に
お
し

ゃ
べ
り
主
レ
ん
で
い
事
。
若
い

お
母
さ
ん
た
ち
は
と
て
も
萌
る
く
、

私
が
い
ろ
い
ろ
と
話
し
か
け
る
と

「
と
こ
で
は
揖
L
ミ
仲
良
く
遊
ぶ
け

れ
ど
、
母
口
よ
く
ケ
ン
カ
も
し
ま
す

よ
F
」
と
突
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
日
本
の
ト
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

は
ど
う
な
の
ワ
」
と
、
し
き
り
に

質
問
す
る
の
で
、
私
が
「
遊
ぶ
お
も

ち
ゃ
も
ほ
宇
ん
ど
同
じ
だ
し
、
私
た

ち
も
ボ
ラ
、
ピ
テ
ィ
ア
だ
か
ち
、

aん

な
周
じ
ね
」
と
揺
す
と
、
「
仲
間
な

の
ね
F
」
と
一
閣
し
み
を
も
っ
て
く
れ

せ
な
く
て
も
い
い
し
、
自
由
で
す
も

の」

P
突
っ
て
い
ま
し
た
。
大
切
な

乳
児
閉
を
、
母
親
の
羽
の
下
で
暖
か

く
育
て
て
い
る
l
lそ
ん
な
印
輩
を

受
け
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
も
コ
と
暗
い
た
の
は
、

こ
こ
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
で

は
、
仕
事
は
金
曜
日
空
ハ
時
ま
で
で
、

土
、
日
は
商
白
色
休
み
、
と
い
う
こ

と
が
州
の
法
揮
で
棋
め
色
れ
て
い
る

己
と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
休
日
に
は

家
臨
安
交
流
亭
ほ
か
り
、
そ
の
中
で

平
hcも
を
大
切
に
育
て

4
2」
い
う

目
的
村
正
あ
壱
吾
つ
で
す
。

昆
聞
は
金
曜
で

tし
か
っ
た
私
た

ち
が
、
ち
ょ
っ
と
買
物
が
し
た
く
て

町
へ
出
て
も
、
六
時
を
過
ぎ
る
と
賠

は
ク
ロ
ー
ズ
と
い
っ
た
と
と
が
し
ば

し
ば
。
客
が
い
て
も
け
し
て
物
を
売

っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
リ
カ
l

シ
ョ
ッ
プ
以
外
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

類
は
売
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
カ
ナ
ダ
の
手

ど
も
た
ち
は
、
ト
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

に
来
吾
小
さ
い
平
レ
」
も
の
頃
か
色
、

た
く
さ
ん
の
も
m
Y
L守
ら
れ
て
い
る

な
ど
感
じ
た
の
で
す
。

デ
ど
も
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
で
明
る

く
ノ
ピ
ノ
ピ
遊
ん
で
い
る
風
曹
は
日

本
と
同
じ
。
し
か
し
、
よ
く
観
申
し

て
み
る
と
、
大
工
さ
ん
ご
っ
こ
の
開

の
子
は
メ
ジ
ャ
ー
で
キ
チ
ン
と
計
り

印
を
つ
U
て
、
ト
ン
ト
ン
と
面
を
打

つ
7
末
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
が

日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
ち
ょ
っ
介
這

う
遊
立
方
か
な
ワ
「
イ
ス
リ
ン
グ
ト

ン
ト
イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
の
半

日
は
、
と
で
も
薬
し
い
も
の
で
し
た
の

明
る
い
カ
ナ
ダ
の
子
供

小
林
る
つ
子

国

際

ト

イ

ラ

イ

ブ

ラ

事

リ

会

議

レ

ポ

ー

ト

{

休
日
に
は
家
族
の
交
流
大
切
に

こ
と
に
な
的
手
か
し
た
。

地
下
鉄
の
フ
リ
l
切
符
を
も
ち

い
、
地
下
掛
に
渠
る
と
、
も
う
朝
の

九
時
主
お
ぞ
い
た
の
で
、
ラ
ッ

シ
ュ
は
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
地
宇
棋

で
回
歯
の
駅
へ
、
陣
り
て
か
ら
陸
続

の
パ
ス
に
荒
り
か
え
ま
し
た
が
、
己

の
パ
ス
も
フ
リ

l
切
骨
で
罷
る
己
と

が
で
き
よ
し
た
。

栂
の
異
し
い
静
か
な
住
空
泡
の
パ

ス
ス
ト
y

ブ
で
一
障
り
少
し
歩
く
と
、

回
の
芝
生
に
固
ま
れ
て
、
明
る
い
校

舎
を
同
お
守
豆
小
ラ
ン
テ
f

ア
セ
ン

タ
ー
に
骨
さ
ま
し
た
。
こ
の
理
問
の

ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
回
っ
た
的

Eそ

う
で
す
。
私
た
ち
が
省
い
た
の
は
、
九
時
半

頃
で
し
た
が
、
も
う
長
人
の
平
左
も

が
棚
か
ち
た
く
さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を

出
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
と
で
も
司

愛
い
双
下
の
男
の
子
が
、
仲
良
く
葉

り
物
に
来
っ
て
い
ま
す
。
私
き
t
っ

そ
く
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
、
牛

乳
屋
さ
ん
と
っ
と
で
ミ
ル
ク
を
敵
む

マ
ネ
在
し
た
り
、
大
工
さ
ん
ご
っ
こ

を
し
た
り
。
子
ど
も
た
ち
は
、
私
が

口
本
人
だ
な
ん
て
少
し
も
司
に
か
け

ず
、
「
嶺
し
い
遊
び
仲
間
が
で
き
た
」

た
よ
う
で
す
。

さ
ち
に
、
私
が
障
害
児
も
来
る
の

か
ど
っ
か
質
問
す
る
ど
守
、
「
地
哩
に

は
何
人
か
の
陣
哲
児
が
い
て
、
時
々

来
る
が
、
別
に
分
け
へ
だ
で
る
こ
と

な
く
、
み
ん
な
一
帽
に
仲
良
て
遊
ぶ
。

こ
己
は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
ト

イ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
い
う
笛
え
。

私
が
ち
ょ
っ
と
闘
い
た
の
は
、
開

館
時
間
の
こ
と
万
日
本
な
円
ウ
ィ
ー

ク
デ
ィ
の
九
時
;
十
一
時
頃
と
い
え

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
保
育
南
平
副
稚

園
に
行
っ
て
い
る
時
閣
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?
そ
ん
な
こ
と
が
罰
に
な

っ
て
世
間
レ
で
み

71」
「
私
た
ち
は

子
ど
b
た
γぎ
特
に
幼
椎
固
へ
行
か

パフ才一マンスで訴える

，.，. ーん " 

俊民先'1への"の訓"
a即ドぬ.酬や倶，

「
平
和
へ
の
伝
言」

酷
一
氏
ほ
か
)
、
高
木
密
主
苧
ん
泊

田
齢
子
さ
ん
(
広
島
世
揮
者
)
の
証

胃
と
太
平
洋
開
戦
時
の
ラ
ジ
オ
ニ
ュ

ー
ス
と
取
戦
時
の
一
天
皇
の
波
送
の
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
士
一点
セ
ッ
ト
で
て

千
九
百
五
十
円
。
塞
庭
で
観
チ
の
話

し
あ
い
の
画
料
に
、
学
校
甘
戦
争
の

実
帽
を
信
え
る
教
材
と
し
て
つ
か
っ

て
も
ち
い
た
い
と
発
型
Z
の
品
目
び

曹
関
で
は
い
っ
て
い
る
。

型
開
買
料
の
中
に
は
、
出
血
盟
通
帳

(
乙
れ
が
な
い
と
米
一
が
理
え
な
か
っ

た
)
衣
料
品
切
持
(
衣
料
を
買
高
め

も
切
持
が
い
っ
た
)
、
間
兵
検
資
通

遺
書
な
ど
話
に
は
周
い
て
い
る
で
あ

ろ
《
所
、
若
い
人
は
は
じ
め
て
見
る

よ
う
な
一
も
の
も
多
く
、
話
出
泰
正
び

そ
う
だ
。
問
い
合
わ
せ
、
あ
り
ひ
一
書
胃
冒
0

3
1
4
1
 

あ
け
ぴ
書
房
刊
戦
争
実
物
資
料
復
刻
版

職
事
中
の
新
聞
、
司
外
、
ピ
ラ
か

ら
は
で
は
赤
柾
(
召
県
令
状
)
ま
で

軸
争
の
樺
相
務
内
ア
ル
に
示
す
実
物

園
料
の
復
刻
騒
が
『
あ
け
ぴ
膏
聞
の

手
で
「
平
和
へ
む
伝
雷
」
と
艶
う
っ

て
売
り
出
さ
れ
る
己
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
醐
全
曲
究
明
賢
料
三
十
一
点

の
復
刻
と
解
説
書
(
巻
醐
文
、
森
村

離
れ
し
な
い
頃
に
家
出
を
レ
た
と
い

う
。
理
面
は
、
平
ど
も
に
乳
弁
飯
ま

せ
る
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
曙
く
な

る
と
い
う
己
と
だ
っ
弓
「
そ
ん
ほ

女
で
す
か
ら
」
と
開
は
曹
っ
。
早
め

母
親
が
十
世
年
痕
り
に
宿
帽
を
か
り

て
来
て
娘
た
ち
に
親
子
一
一
丈
で
一

緒
に
住
も
う
シ
実
害
い
出
し
た
。
姐

た
ち
は
母
親
の
宮
里
を
圃
用
し
行
っ

て
み
る
と
、
中
山
町
で
ス
ナ
ッ
ク
を
旺

蛍
し
て
い
る
母
親
は
男
と
暮
ら
し
て

お
り
、
担
た
ち
も
早
め
屈
で
働
か
せ
と
と
も
出
来
な
か
っ
た
と
。

ら
れ
た
。
そ
し
て
客
に
「
う
相
ポ
山
瞳
「
一
一
月
の
夜
、
暫
定
で
逃
げ
た
と

は
パ
ジ
ぷ
み
ち
高
く
買
っ
て
」
酋
う
ん
で
す
ね
。
父
輯
に
つ
か
ま
る

と
持
ち
か
り
晶
、
そ
れ
が
た
害
予
主

Zい
自
に
由
う
の
で
ポ
ッ
ト
を

逃
げ
出
し
た
と
こ
貝
毒
書
事
に
保
瞳
持
ヱ
注
げ
、
父
親
に
つ
か
ま
り
そ

さ
れ
た
と
い
う
の
だ
。
蝿

5
2官
送
う
に
な
っ
て
、
ポ
グ
ト
の
想
え
謂
を

り
と
ど
け
て
一
件
藩
暑
と
思
い
き
か
け
た
。
そ
れ
で
父
親
が
病
院
に
入

ゃ
、
ま
た
岨
た
ち
が
逃
げ
出
し
た
。
っ
て
い
た
の
で
す
。
母
輯
に
も
ひ
ど

「
自
分
は
開
院
に
い
る
の
で
接
し
て
い
自
に
あ
わ
さ
れ
た
が
、
母
親
が
家

臣
捜
し
て
く
れ
」
と
父
親
か
ら
の
電
出
し
た
理
由
も
よ
く
解
る
と
岨
た
ち

話
。
千
葉
の
キ
ャ
バ
レ
ー
甘
働
い
て
は
雷
っ
て
い

F
Uた」

い
た
ニ
人
を
毘
襲
レ
て
、
般
た
ち
の
一
方
の
曹
い
分
に
ば
か
ザ
一
買
を
傾

話
を
聞
い
て
み
争
と
、
父
親
の
畢
力
け
て
い
る
シ
F
」
ん
で
も
な
い
事
に
な

に
痛
め
開
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
る
と
い
弓
薮
酬
を
間
合

だ
。
暴
力
が
怖
く
て
他
人
に
訴
え
吾
ま
た
、
離
婚
し
て
、
母
親
の
方
市

「
す
ぎ
な
み
の
女
性
た
明

T
lき

の
う
、
骨
目
、
あ
し
た
l
l」
(
静

也
区
教
酋
委
員
告
発
汗
)
と
い
う
冊

子
が
、
移
並
区
の
帽
人
行
政
開
時
隈

か
色
推
せ
ん
さ
れ
た
委
員
ル
諺
世
婦

人
団
体
適
格
告
の
協
力
に
よ
っ
て
出

さ
れ
弓

女
性
h
b
D
が
大
き
な
一
歩
軒
語
み

出
す
た
め
の
力
と
な
っ
た
「
国
逮
捕

人
の
十
牢
」
は
、
指
並
の
女
性
に
伺

キ
ト
も
た
ら
し
、
ど
う
い
う
活
動
へ
と

興
っ
た
の
か
、
行
置
は
ど
う
取
り
組

ん
で
来
た
の
か
。
そ
し
て
、

-丙

6

c
tに
向
廿

τぎ
進
む
べ
き
か
、

杉
並
区
教
育
委
員
会

引
き
取
っ
F字
供
か
ら
「
勾
k
cん

パ
パ
を
操
し
て
」
と
曹
わ
れ
「
々
」
と

も
あ
る
し
、
鰻
力
を
ふ
る
う
央
か
ら

聖
軒
選
が
し
た
ち
、
実
m
E万
l
p
A
4
「い

ら
ぬ
と
と
し
て
、
プ
ッ
曲
し
て
や
る

f
」
と
置
わ
れ
「
」
こ
と
れ
型
あ
る
。
ど

の
く
ち
い
の
掴
般
に
応
じ
、
世
話
を

し
で
来
た
の
か
、
自
分
で
も
解
ち
な

い
と
い
う
商
遍
さ
ん
。

援
助
の
強
化
が
必
要

こ
う
し
た
父
子
家
庭
の
状
況
に
、 (写真は本文とは開保ありません)

開
京
都
で
も
昨
年
、
福
祉
扇
置
の
路

間
欄
闘
で
あ
る
開
京
都
単
親
軍
庭
問

圃
輔
酎
委
圏
全
(
山
崎
実
直
子

園
明

治
学
院
大
学
教
授
)
が
「
単
朝
家
庭

の
間
曹
人
閣
す
る
福
祉
施
慣
の
あ
り

方
」
者
醤
陣
。
唱
頓
軍
庭
、
中
で
も

父
子
家
庭
綬
助
の
強
化
を
打
向
困
じ

て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l

開
畳
間
聞
の
延
長
、
臨
由
機
能
を
も

っ
家
庭
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
必
聖
位
、

母
子
家
庭
の
み
だ
っ
た
入
宇
直
金
の

買
っ
け
#
交
字
軍
庭
に
わ
監
げ
る
、

ほ
か
が
融
り
込
ま
れ
て
い
る
。
柚
々

に
だ
が
行
政
恥
翫
き
拍
め
て
い
る
。

行
政
ル
昆
聞
の
両
輔
が
そ
ろ
っ

τ」

そ
、
掴
祉
は
弓
手
品
く
↑
転
回
し
て
い
く

も
の
だ
。
時
輔
さ
ん
は
「
私
は
軍
人
で
す
か

色
、
わ
か
巴
な
い
こ
と
は
積
所
に
聞

く
し
、
必
要
容
ら
弁
護
土
さ
ん
亭
紹

介
し
ま
す
」
と
い
い
、
「
私
は
自
分

を
畏
屋
の
大
重
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

よ
。
根
っ
か
ら
の
お
せ
っ
か
い
好
き

な
ん
で
す
ね
右
ぞ
れ
が
人
揮
の
役
に

立
つ
の
だ
っ
た
ち
、
こ
ん
な
嬉
し
い

己
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
明

る
く
、
ホ
ッ
ト
な
人
間
味
が
じ
ん
わ

P
と
伝
わ
っ
て
来
る
。
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福
祉
也
行
政
を
見
直
そ
う

を
申
心
に
、
一
年
が
か
り
で
ま
と
め
同
期
人
総
合
施
簡
は
、
「
関
空
早

た

も

の

。

専

を

め

芦

守

人

間

形

成

包

促

量

」

「

母

内
容
は
「
存
誕
区
の
と
り
く
み
」
性
の
保
壌
と
睡
康
問
担
増
憩
」
「
生
宿

「
開
入
団
体
り
あ
ゆ
み
」
「
座
談
合
」
の
安
定
主
福
祉
の
向
よ
」
「
杭
会
曹

の
一一一
っ
か
A
一
成
り
立
っ
て
い
る
。
加
の
一
促
進
」
の
四
つ
の
住
か
民
戚
っ

区
り
と
り
く
み
で
は
、
車
京
二
十
て
お
り
、
考
え
方
平
取
り
組
み
に
対

三
区
の
中
で
、
い
ち
早
く
H

蝿
人
間
す
る
成
県
、
現
在
の
岡
昭
点
が
要
慣

周
回
当
専
管
組
伊
を
股
置
す
る
と
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
も
に
、
五
十
七
卓
三
月
に
は
，
#
開
人
団
悼
の
昂
ゆ
み
は
、
昭
和
二

並
区
楠
人
態
ロ
盤
炉
を
偏
定
し
開
十
九
年
に
組
織
さ
れ
た
蝿
入
団
体
協

聾

す

る

。

隅

金

か

ら

、

現

在

の

活

動

の

僚

と

な

っ
て
い
る
杉
並
婦
人
団
体
連
笹
口
の

発
足
、
拍
動
に
重
量
ま
で
の
経
過
や

購
入
団
体
、
各
閣
筋
団
体
の
酌
き
な

ど
が
栢
升
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
十

一世
紀
に
向
け
た
展
望
も
融
り
込
+
ふ

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
に
杉
並
区
民

の
み
に
向
け
た
も
の
で
な
ノ
詰
軒
並
、

日
本
#
ど
え
一
て
、
人
間
帯
葎
の
民
生

を
さ
え
で
い
き
た
い
。
自
分
た
閉
め

平
和
平
幸
せ
を
、
世
界
へ
鉱
げ
て
い

か
ね
ば
な

A
gい

』
と
金
題
球

的
に
提
一え
て
い
る
。

年
が
か
り
で
作
劃
し
た
と
い
う

だ
け
あ
っ
て
、
「
す
ヌ
な
み
の
女
性

た
ち
」
は
、
杉
並
区
の
女
性
の
動
き

が
Y
¥
意
志
く
嗣
睡
し
、
間
区
の
女
性

の
品
出
動
を
知
る
尋
副
書
と
な
っ
て
い

るも
一一
Z

一一一
E
E
z
-
-

一一一一一ニ=一↑一二一一一二一一二

し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
躍
」

で
は
，
徳
島
ち
し
さ
M
#
白
し
そ
の

簡
り
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
支
え
正
書
。
藍
、
阿
波
踊
り
、

開
土
料
理
、
伝
統
甚
能
な
ど
を
奇
つ

一
置
と
む
え
な
お
し
て
活
司
雪
」

に
若
者
平
女
件
日
の
弼
想
を
取
り
入
れ

る
ト
空
J

に
と
肯
っ
て
い
る
。

「
女
性
白
活
動
分
野
宇
広
げ
る
た

め
に
」
の
閣
で
は
、
女
性
の
社
会
進

出
に
注
目
。
己
の
障
問
に
な
る
伝
統

的
向
。
性
別
役
劃
分
輔
の
考
え
方
を
騨

梢
、
行
政
・
民
間
骨
量
需
に
女
性
管
理

職
を
軽
用
、
政
一
関
田
定
平
車
見
反
映

の
掛
(
畠
砲
事
棋
会
)
、
意
思
快
定

の
輔
(
自
品
川
告
な
ど
の
団
体
)
に
も
、

女
性
を
摘
極
的
に
登
用
し
て
執
レ
い

と
し
で
い
る
。
こ
れ
は
、
今
年
度
策

定
さ
れ
た
「
斬
悶
内
行
動
計
画
」
の

施
需
に
も
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
岡
市
に
は
間
人
問
題
伺

当
の
曹
口
が
開
い
こ
と
か
F
Jぞ
の
設

置
や
、
男
女
が
圃
涯
を
共
有
す
る
新

し
い
ま
庭
白
書
皇
刀
、
家
庭
科
の
関

空
仲
間
悟
を
唱
忍
、
関
立
と
も
個
々
の

能
力
を
偲
的
向
う
よ
ろ
に
と
し
、
こ

れ
ら
の
克
明
を
同
市
に
強
く
要
一
望
す
一

る
内
容
と
な
っ
て
い
る

す
ぎ
な
み
の
女
性
た
ち

き
の
う
、
今
日
、
あ
し
た
i

マ野生計量的
1 .... .f)ャfミー

句"管‘

叫 ??444b:ιLf

極代
t、寄ら

主事
会

吉丈

_.~ 

f向型車
~.!除剤

一
一
年
間
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

町
やつ
く
り
に
女
性
の
参
加
を

徳

島

女

性

会

議

二
十
一
世
紀
を
め
ざ
L
た
町
づ
く

り
に
女
性
の
事
加
苧
ー
と
艶
足
し

た
惣
島
県
梱
品
市
の
「
醒
島
市
女

性
会
曙
」
(
リ
ー
ダ
ー
・
佐
々
木
宮

子
完
〕
の
竺
閉
が
、
こ
の
一
三
月

で
終
了
し
た
の
を
契
一
聞
に
、
同
会
講

で
結
、
と
の
ほ
ど
J

一
年
間
の
酎
曙・

活
動
の
軍
特
懇
ロ
と
も
い
え
る

「笈

笠
宮
隅
報
告
・
」
を
ま
と
め
、
岡
市

に
提
言
し
た
。

間
企
隅
〈
市
内
在
住
の
主
性
十
七

名
で
構
成
・
発
足
時
は
十
八
名
)
は
、

一
九
八
五
年
(
削
六
O
)
に
発
弓

二
年
間
に
わ
た
り
子
ど
も
、
現
揖
、

高
齢
化
社
告
、
女
性
の
地
位
向
上
志

ど
の
問
屈
に
つ
い
て
取
り
椙
ん
な

一
年
同
に
は
、
活
酌
経
過
を
中
間
報

告
と
し
で
草
と
め
て
い
る
。

間
報
告
曹
で
は
、
取
り
嗣
ん
だ
J
7

1
7
に
つ
い
て
、
地
境
の
特
性
岸
生

か
し
た
具
体
的
で
提
現
可
能
な
ア
イ

デ
ア
が
、
た
く
さ
ん
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
リ例
え
ば
、
「
躍
圃
の
由
晴
を
生
亦

1 

シートペM‘I.~て裏金通E・.. MJ机C
三憂自動車
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麗

生

父
親
と
子
棋
だ
け
で
警
己
す
父
=
家
庭
が
年
々
多
く
な
っ
て
い
る
。
南
京
都
で
は
、
昭
和
四
十
七
草
に
は
拘
七
千
百
世
帯
だ
っ
た
の
が
、
割
近
は

七
万
五
平
世
情
弱
と
い
わ
れ
て
い
る
。
圭
図
的
に
は
二
十
方
世
帯
と
も
も
い
ず
れ
も
推
定
で
あ
っ
て
、
実
数
は
つ
か
み
に
く
い
が
、
急
増
し
て
い
る

こ
と
は
た
レ
か
だ
。
父
子
家
庭
の
内
内
全
》
、
一
比
一
別
、
生
別
、
行
方
知
れ
ず
タ
き
主
筆
な
ら
、
家
庭
の
事
情
も
さ
玉
三
罪
、
子
供
を
か
か
え
て
仕

事
が
出
来
ず
、
相
開
削
す
る
場
所
す
ら
安
門
す
親
千
七
申
を
起
す
ケ
l
ス
も
世
な
く
な
い
。
そ
う
し
た
人
遣
の
手
聞
は
が
で
き
た
ら
，
と
、
東
京
・

杉
並
区
に
住
む
晴
、
嘩
静
雄
草
ん
は
、
五
十
七
歪
ハ
月
か
色
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
父
子
家
庭
の
た
め
の
笥
話
相
献
を
待
っ
て
い
る
c

時
四
樺
さ
ん
が
父
子
家
庭
に
か
か
わ

y骨
堂
ノ
に
な
っ
た
の
ゆ
1
1戦
前
、

中
国
の
曽
曲
学
閣
で
教
鞭
を
取
っ
て

い
た
時
中
国
人
の
鞘
災
孤
兜
た
ち

に
も
駒
唱
え
た
こ
と
が
あ
る
。
朝
の
い

な
い
平
供
た
ち
が
ど
ん
な
に
辛
い
思

い
を
し
て
い
る
か
、
由
討
を
も
っ
て
体

酷
し
、
心
の
中
に
尾
を
引
い
ア
惑
っ

て
い
た
c
そ
し
て
、
陣
酒
害
ん
を
初

め
、
料
理
学
校
を
経
営
し
て
い
る
奥

さ
ん
も
岨
亨
ん
も
、
一
家
あ
げ
て
の

世
話
好
き
な
の
だ

1
1。

あ
る
日
「
父
子
家
庭
の
方
が
、
子

東芝カラーテレビ

MAAION 
〈・zアコJ ・パ勺ーステアリ〆グ・'"ワイトフルホイールカパー
・マリョt:-レター入リνート・節分ポデ4色大型，官J パ ・遺伝
席ハイトアジャスタ))ドア"回・hII/T.3A/T・ボディカラー。
ト勺イライトブルー、ザラエポ'"ワイトカリヲsルエアレッドの3曾"
~it"'-" "， Y....(E'C I1 ..."'FO円l ・・'‘.鯵民・ "'・ >Tヨー'.:0.-ペァ"守a両院
エト削・.'['"1'..帥 a岨岬柚佼献，同幅・醐偽 kt."Iol・
1;'"・鯛u制..，隻1!J1".. I\-.~亀倉位て<::，.~'f.何・".・~..，'ltIU 1".

‘i' CYCLロNE￥888，000 わがまま装備で、



(4) 〈土曜日 〉198ワ年6月 20日安帝 f、来斤匹胃国~ (第 3種郵便物認可)第 835号

1987年版ra月から始まる平和カレンダー」完成記念

「??9テ・サイナーによる新作平和ポスター展」
一1986-87年制作一

主催平和博物館を創る会
会期 6月1日(月)--6月27日(土)
(日・祭自体館lAM1100-PM5:30

会場:ミ二平和博物館
〒105東京都港区芝1-4・9
T E L. 03(454l 5859' 9875 -入場無料

平
和
博
物
館
を
創
る
会

i事

平
和
博
物
館
を
創
る
会
の
「
8
月

か
A
始
ま
る
平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

一
九
八
七
年
版
が
完
成
し
、
希
望
者

に
販
売
し
て
い
る
。

乙
れ
は
、
社
団
法
人

・
日
本
グ
ラ

フ
イ
シ
ク

・
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会

(
J

A
G
O
A
)
に
所
属
す
る
十
三
氏
が

平
和
博
物
館
設
立
運
動
に
賛
同
し
、

作
品
を
無
償
提
供
し
て
く
れ
た
も
の

で
、
同
つ
く
る
会
の
代
表
理
事

・
永

井
一
一
止
さ
ん
が
監
修
を
行
っ
て
い

る。・
い
ず
〆
れ
も
反
核

・
平
和
を
ソ
フ
ト

に
訴
え
る
芸
術
性
の
高
い
作
品
ば
か

り
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
完
成
を
記
念
し

て
、
今
回
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
用
し

た
十
三
点
を
含
む
一
九
八
六
i
八
七

年
制
作
の
新
作
平
和
ポ
ス
タ
ー
五
五

点
の
展
示
会
を
平
和
博
物
館
を
創
る

会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ミ
ニ
平
和
博
物
館
μ

室
ハ
月
い
っ
ぱ
い
行
っ
て
い
る
。

平
和
カ
レ
ン
ダ
ー
一
部
;
一
、

三
円

δ
円
、
二
十
部
以
上
・
:
一
割
引

(
て
一
七

O
円
)
、
五
十
部
以
上

・
:
二
割
引
(
一
、

O
四
O
円
)
。
樹

包
発
送
料
・
:
一
部
四
五

O
、
二
部
以

よ
一
、
只

δ
円
。
サ
イ
ズ
;
縦
一
二

七
五
×
横
二
四
Qtr。
表
紙
共
十
三

枚
つ
づ
り
、
カ
ラ
l
印
刷
、
ヶ
l
ス

付。
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ず司??
明、

と
歯
垢
が
残
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

歯
垢
は
、
極
液
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
石
灰
化

し
て
歯
石
に
な
り
ま
す
。
一
旦
(
た
ん
)
歯
石

に
な
る
と
、
歯
ブ
ラ
シ
で
は
怒
と
せ
ま
せ
ん
。

歯
科
医
院
で
と
っ
て
貰
う
以
外
に
手
は
な
い
の

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
タ
バ
コ
の
ヤ
ニ
、
コ
ー
ヒ
ー
、

お
茶
な
ど
飲
食
物
の
色
素
も
歯
の
表
面
に
沈
着

し
ま
す
。
動
物
は
、
歯
み
が
き
を
し
な
く
て
も
虫
歯
が

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
乙
れ
は
自
然
食
の
野

生
動
物
の
と
と
。
最
近
、
動
物
園
の
動
物
や
家

庭
の
ベ
ッ
ト
た
ち
が
、
ム
シ
歯
や
歯
槽
膿
漏
に

一
回
が
常
識

人
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
る
な

乙
の
夏
、
生
の
影
絵
劇
の
舞
台
を

家
族
連
れ
で
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
重
里
夢
(
ど
り
む
)
ハ
ウ
ス
で
は
、

影
絵
劇
団
H

銀
河
w

に
よ
る
、
引
山

ノ
手
特
別
公
演
を
行
う
。

上
演
作
品
は
、
「
山
ね
こ
お
こ
と

わ
り
」
(
原
作
・
あ
ま
ん
き
み
と
)
、

「
雲
渡
り
」
(
原
作

・
宮
沢
賢
治
)
、

「
縫
の
子
太
郎
」
(
原
作

・
松
谷
み

よ
乙
)
の
三
作
で
、
光
と
影
の
織
り

な
す
、
美
し
い
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
が

一
時
間
十
分
く
り
拡
げ
ろ
れ
る
。

上
演
日
時
と
場
所

①
七
月
十
二
日
(
臼
)
世
田
谷
区

知

-
食
生
活
の
自
立
介
芥
助
フ
ェ
ア

日
時
:
・
6
月
お
日
(
火
)
1
7月

ロ
臼
(
月
)
火
1
金
9
時

i
m時

土
・
日
9
時
l
げ
時
場
所
目・
東
京

都
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
(
飯
田

橋
・
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
6
F
)

内
容
・
:
食
事
・
調
理
福
祉
機
器
一
五

O
点
展
示

同
時
に
、
「
教
室
」
:
6
月
お
臼
(
日

時
鈎
分

im時
ω分
)
は
食
品
教
室

7
月
4
臼
(
凶
時

i
m時
)
は
食

事
の
自
立
教
室

7
月
日
目
(
は
時

im時
)
は
食
事
介
助
教
室
。
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
・
:
7月
7
日
H

お
年

寄
り
と
体
の
不
自
由
な
方
の
食
亨

が
行
わ
れ
る
。

教
室
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
も
に
電

話
予
約
が
必
要
問
い
合
せ

ie
m

.2
3・
4
1
2
6か
閃
・

2
3

R
U

・3
i
1
4
ハ
ロ
ウ
t

av第
2
回
男
女
雇
用
機
会
均
等
推

進
全
霊
議

グ
一
歳
の
「
均
等
法
」
、
育
て
る

の
は
私
、
そ
し
て
あ
な
た
H

を
テ
ー

マ
に
、
労
働
省
が
、
第

2
由
男
女
雇

用
機
会
均
等
月
間

(
8月
1
日
か
ち

釦
臼
)
の
一
議
と
し
て
行
う
も
の
。

日
時
:
6月
初
日
(
金
)
日
時

ω

分

i
m時
ω分
場

所

・
空
央
合
同

庁
舎
第

5
号
館
講
笠
(
東
京
都
千
代

田
区
霞
が
関
1
1
2
1
2、
地
下
鉄

霞
が
関
下
車
)
内
容
H
記
念
講
演

「
男
女
雇
用
平
等
の
実
現
に
向
っ

て」

(
リ
ク
ル
ー
ト
代
表
取
締
役

・

江
劃
浩
江
)
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
挺
進
の
た
め
の
標
語
入
選
作
表
彰

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
歳
の
均
等
法
、

育
て
る
の
は
私
、
そ
レ
て
あ
な
た
」

-
ジ
ャ
上
ノ
リ
ス
ト
が
土
議
す
る

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
集
い
「
世

紀
末
の
病
理
と
わ
れ
ら
の
未
来
初

(
パ
ネ
ラ
l
H小
井
土
有
治
、
難
波

い
ま
時
代
務
阜
9
え
る
」

多
津
子
、
本
多
希
久
雄
、
千
草
春
子
、
日
時
・:
6月
幻
自
(
土
)
日
時
1

平
野
照
子
さ
ん
)
申
し
込
み
・:
労
凶
時
場
所
:
山
手
教
会
ホ

l
ル

働
省
婦
人
局
婦
人
政
策
課
包
0
3
・

(
東
京

・
渋
谷
)

内

容
H

【問
題

5
G
H
d
・
-
2
1
1内
線
R
R
4
8
提
起
】
日
本
経
済
は
ど
う
な
る
か
H

か
、
最
寄
り
の
婦
人
少
年
室
宮
崎
義
一
さ
ん
(
東
京
経
済
大
学
教

・
全
国
お
幸

3
の
図
書
館
連
絡
号
、
新
た
な
危
機
の
特
質
H
山
口

協
議
会

定
さ
ん
(
大
阪
市
立
大
学
教
授
)
【ワ

日
時
・:8
一
月
幻
自
(
土
)
旧
時
1

イ
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

「
現
代
社
会

問
岡
場
所
:・
全
国
身
体
障
害
者
総
の
病
根
を
え
ぐ
る
」
報
告
l
H農
村

合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
戸
山
サ
ン
ラ
イ
で
い
ま
何
が
起
き
て
い
る
か
(
社
会

ズ」

(J
R新
宿
、
新
大
久
保
、
大
農
学
研
究
所
長

・
安
達
生
恒
さ
ん
て

久
保
各
駅
か
ら
都
パ
ス
「
国
立
病
院
報
告
2
H現
代
の
労
働
と
人
間
〈
ル

医
療
セ
ン
タ
ー
前
」
下
車
倉
田
・
2

ポ
ラ
イ
タ
ー
・
鎌
田
懇
さ
ん
て
報

0
4
・
3
6
1
1)

内
容
:
基
調
告
3
H
週
刊
総
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

報
告
「
お
も
ち
ゃ
図
密
館
活
動
の
動
見
る
H

暴
力
的
風
土
H

(

元
「
週
刊

向
と
展
望
」
、
壇
画
子
ど
も
と
遊
び
」
新
潮
」
編
集
次
長
・
亀
井
警
え
)
、

(
土
佐
林
一
宮
城
教
育
大
学
教
授
)
、
報
告
4
Hア
ジ
ア
か
ら
見
る
日
本
と

分
科
会
等
参
加
賀
:・

2
0
0
0円
は
何
か
(
朝
日
新
聞
編
集
委
員

・
松

(
昼
食
代
を
含
む
)
問
い
合
せ
・
:
井
や
よ
り
さ
ん
)
、

【ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

全
国
社
会
福
祉
協
機
会

・
全
国
ボ
ラ
ン
】
港
語
の
す
す
め
H
金
原
亭
駒
平

ン
テ
ィ
ア
活
動
復
興
セ
ン
タ
ー

gm
さ
ん
参
加
費
・
:
前
売
り
券

loo

-
58
1
・
4
6
R
O
(直
通
)

0
円
、
当
日
券
1
2
0
0円
主

催

・
働
く
女
性
の
教
養
講
座

・
・
・
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議

(
J

6
月
部
自
「
現
代
H

女
性
事
情
H

」

C
J
)
告
0
3
・
2
9
1
・
6
4
7

評
論
家

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
来
栖

5

琴
子
さ
ん

6
月
m
m
日
「
均
等
法
後

@
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
死
刑
を
考

の
職
場
と
女
性
」
弁
護
士

・
中
島
通

え
る
集
い

ず
さ
ん

7
月
2
日
「
高
齢
化
社
会
日
時
:
・6
月
お
日
(
臼
)
凶
時
ー

を
よ
り
よ
く
生
き
る
」
評
論
家

・
樋
げ
時
場
所
:
・
総
評
会
館
2
0
1会

口
恵
子
さ
ん
時
間
:
い
ず
れ
も
同
議
室
内
容
:
講
演
『
ア
メ
リ
カ
南

時

1
m時
ω分
場

所
:
江
東
区
動
部
の
差
別
と
死
刑
』

l
猿
谷
要
(
東

労
福
祉
会
館
2
階
第
一
洋
室
受
鰐
京
女
子
大
学
教
授
)
さ
ん
、
映
画
『
殺

料
:
・
無
料
申
し
込
み
必
要
、
電
話
せ
ま
す
か
?
|
死
刑
の
映
画
l
』

か
ハ
ガ
キ
で
次
の
と
と
ろ
へ
:
〒
1

参
加
賀
:
5
0
0円
主

催
:・
ア
ム

i江
東
区
亀
戸

2
i
m
-
-
東
、
一
変
テ
了
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

京
都
室
戸
労
政
事
務
所
労
働
教
育
日
杢
文
部
告
0
3
・
2
0
3
・
1
0

係
雪
印
・
6
8
2
・
6
3

2

1

5

0AV
『中
国
歴
代
女
性
像
』
開
催
記

念
セ
ミ
ナ
ー
「
寂
隠

l
N
S
P

I
R
A
L
H
A
L
L

寂
聴
さ
ん

が
語
る
揚
貴
妃
か
ら
西
太
后
ま
で

/
中
霞
史
房
彩
っ
た
女
た
ち
」

日
時
:
・7
月
M
日
(
金
)
同
時
i

mμ
時
会
場
:
東
京

・
青
山
ス
パ
イ

ラ
ル
ホ
l
ル
3
階
(
青
山
ワ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
)
内
容
・:
【第
l
部
】

タ
流
講
談
競
艶
H

中
国
史
を
彩
る
美

と
艶
の
絵
巻
r

l
楊
員
妃
か
ち
西
太

后
ま
で
l
(
神
田
陽
子
、
神
田
紫
、

神
田
紅
)
、

【第
2
部
〕
講
演
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
姫
君

・
香
妃
の
生
涯
」

(
江
上
波
夫
さ
ん
)
「
則
天
武
后
・

そ
の
真
実
」
(
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
)

募
集
対
象
・・・
女
性
の
み
・・・
3
0
0名

参
加
方
法
:
官
製
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
応
募
先
へ
送
付

応
募
先
:
一

T
17
0東
京
都
豊
島
区

東
池
袋
3
1
1
1
1サ
ン
シ
ャ
イ
ン

切
(
株
)
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
『
中
国
歴
代
女
性
像
展
』
開
催
記

念
セ
ミ
ナ
ー
係
締
め
切
り
:
7
月

比
白

(
火
)
必
着
発
表
・
発
送
を

も
っ
て
か
え
る
こ
と
問
い
合
せ
:

包

0
3
・
Q
3・3
3
0
(ダ

イ
ヤ
ル
イ
ン
)
側
オ
リ
エ
ン
ト
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
宣
伝
部

ら

食
後
の
歯
の
手
入
れ
を
怠
り
な
く
。
愚
近
は
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
学
校
の
子
供
た
ち
、
職

場
で
も
昼
食
後
に
、
歯
を
み
が
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

特
に
寝
る
前
の
歯
み
が
き
は
大
切
で
す
。
睡

眠
中
は
口
の
唾
液
の
流
れ
も
感
く
、
さ
ら
に
適

度
の
一
湿
り
気
と
、
三
六
度
前
後
と
い
う
パ
イ
菌

の
一
繁
殖
に
絶
好
の
状
態
。
食
ベ
カ
ス
が
残
っ
て

い
る
と
歯
垢
は
ど
ん
ど
ん
つ
く
ら
れ
、
ム
シ
歯

生
長
持
ち
さ
せ
よ
う

一
カ
月
歯
み
が
き
を
し
な
い
と
、
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。
た
ち
ま
ち
歯
垢
は
歯
の
表
面
に
嵯

積
し
、
歯
は
黄
色
っ
ぽ
く
変
色
し
ま
す
。
歯
垢

が
原
因
し
て
、
歯
肉
か
ら
出
血
す
る
歯
肉
炎
を

引
き
起
こ
し
口
臭
の
康
一
因
と
な
り
ま
す
。

ム
シ
歯
や
歯
楢
膿
漏
の
原
因
は
歯
垢
、
歯
の

汚
れ
。
歯
磨
、
歯
ブ
ラ
シ
で
き
ち
ん
と
歯
垢
を

取
り
除
け
ば
、
歯
の
病
気
は
予
防
で
き
ま
す
。

歯
を
み
が
い
て
い
る
の
に
、
ム
シ
歯
に
な
っ
た

と
い
う
人
は
、
歯
垢
が
完
全
に
と
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
使
わ
れ
て

い
る
歯
垢
染
色
剤
で
染
色
し
て
み
る
と
、
意
外

悩
ん
で
い
ま
す
。
乙
れ
は
、
ペ
ッ
ト
フ
1
ド
や

軟
食
が
原
因
で
す
。

人
間
だ
っ
て
同
様
の
乙
と
。
調
理
し
、
加
工

し
た
柔
か
い
食
品
ゃ
、
甘
い
も
の
を
と
る
機
会

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。口
腔
内
の
細
菌
で
H

歯

垢
H

ブ
ラ
l
ク
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
歯
垢
は
細

菌
の
集
団
で
す
。
酸
を
発
生
し
歯
を
溶
か
し
て

ム
シ
歯
を
つ
く
り
、
細
菌
の
議
索
が
歯
肉
に
炎

症
を
引
き
起
し
、
歯
肉
炎
や
歯
槽
膿
漏
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
。

白
く
輝
く
歯
、
ひ
き
し
ま
っ
た
ピ
ン
ク
の
歯

肉
、
さ
わ
や
か
な
口
許
を
望
ま
れ
る
な
ら
、
毎

私
も
歯
の
手
入
れ
を

怠
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
へ

H
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

や
歯
周
病
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
必
ら
ず
寝
る

前
に
一
日
の
歯
の
汚
れ
を
す
み
ず
み
ま
で
洛
と

し
て
、
さ
わ
や
か
な
口
で
寝
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ『つ
。
歯
は
手
入
れ
次
第
で

一
生
長
持
ち
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
面
倒
が
ら
ず
に
毎
日
こ
ま
め
に

歯
を
み
が
く
の
が
秘
訣
で
す
。

(資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
歯
和
衛
生
研
究
所
)

民
会
館
②
八
月
四
日
(
火
)
中
野
公
会
室

い
ず
れ
も
十
一
時
と
二
時

な
お
、
当
紙
読
者
に
は
、
両
会
場

ペ
ア
で
各
十
組
二
十
名
(
合
計
二
十

組
四
十
名
)
を
招
待
し
て
一く
れ
る
。

希
望
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
の
会
場
名
と
開
演

時
閣
を
明
記
し
左
記
に
送
れ
ば
よ

，
ν
 
一T
二
ハ
四
東
京
都
中
野
区
中
央

三
の
八
の
五
「
童
里
夢
ハ
ウ
ス
W
係」

。
し
め
切
り
は
、
①
が
六
月
三
十

日
、
②
が
七
息
子
日
の
消
印
有
効
。

一カ月歯みがきしないと歯肉から出血して口臭ぷんぷん

-{:{ 

合

合

終わったあと、 L、ろいろな場所 いるわけではありませんけれど。， 晴好っていうもんで♂しょう。結川オ

を見てやろうと歩きいlってL、 1 think it's a gr巴atbottle. Nice label， ， ールドがいつでも飲めるもんだ

るうちに、その旅の中で、た itoo. And since 1 draw， 1 buy things Iから、みんな安心しちゃってる
くさんの友人ができたため I sometimes just for the good design Iんじゃなし、か々 。もしオールドが
でも彼らは非常にきさくで Iand 1 think it's an attractive bottle. Iなくなるって再ったら、大反対す
非常に力になってくれました。ね I(⑥森田芳光州民1.25)晩画監督 B明 |る入力丸、っぱLサ11てくると思い
たちはパーへ飲みに山かけ、|家が料~だったもので、台所lとがレマがゴロゴロし lますよ。 だから僕は、「し、つま
日本人が人間関係におい|てたんですよ。子供心lζ神髄的でね。黒くて、あ でも、あると思うな、観とオー

℃あまり距隊を置かない，/ の形でしょ。このミステリアスな物体はどんな味，/刈ってdいたいですね。

PEOPLE 

~竺竺主主主/

TALK 
刊
札
目

標
準
的
な
小
売
価
格
三
、
一
七
O
円

一石

E
オ
i
d
y
p

一

九

娘

-

d

-

d

一

制

ほ

m
肴

の

だ

れ

が

一

ん

い

父

主

飲

く

パ

均

に

し

過

ん

・っ

一
川

淵

蜘

吋

附

加

似

引

明

山

川

比

M

M
柵

仰

山

刈

叩

伽

m
m

M
M

は

ぬ

土

を

t

d

そ

い

ル

川

札

感

は

い

れ

い

江

町

山

之

十

引

は

川

私

E

・
E・
-

ト

州

凶

社

初

日

J
1

州

胤

引

酬

は

U
U

間
川
町
』
圃
・

p
h

引

制

似

W

H

J

節

目

J
，

F
γ
i
h

桑

.
/
/一
』

aか
貌

懐

刊

吋

川

川

り

今

凱

紙

苫

い

;

法

'

/¥
「
h
た

父

か

ん

つ

オ

U

H
均

三

サ

手

か

石

銅

山

‘.hv悩

h/
岨

レ

コ

エ

ロ

ル

川

淀

川

川

町

、11i
i
a，

⑨

d
a，
.
‘
.

ど

一

ま

“

も

品

目

応

あ

レ

出

飲

ぞ

い

F

U

I

U

L
 
。がするのか、L、つも不思議に思ってまし
た。最初に飲んfご酒がオールドだったか

らでしょうか、僕はオールドの味fごけはハ

キリわかりますよ。潜夜意識的

な味っていうか、オールド

より旨L、かまずい

かつてL、うふう

に、オールド

がひとつの

価値基準

になってま

すね。オール

ドはL、つま

でもす'っと ! 

変わらない

でいて欲し

L 、。L、ろんな l 

酒がある中 『

で、なおオー

ルドが好きfご

ってL、う人を大

切にすべきだ

と思うし、つまり

それが本当の1

YOUNG 
ABOUT SUNTORY 
(C、よくお酒をを場させるんです二そうL、うシーンを "n， ，A， なるんだろうなんて思いなが ⑨獲弁郁弥{昭37.7.111チ口M ・トドポー加一一一一A型 とL、うととがわかりました。それから、議
書くときは、いつのまにか頭の中(Cオールドの黒ら、毎日飲んでました。サント ウイスキーの中ではオールドをー番よく飲んでる もが上手に歌を歌うのlζはびっくりしてし

いボトノレを思い浮かべていますね。小説の中で I リーの中でl之、かけねなし んじゃないかなあ。ウイスキーっていうと、パッと まいました。乙の、スコッチよりも柔らかい

説者を僻わせるのは、人間と人間とのスリリングな | 圃'司・~ ..... でオ-Jレドが一番好きです ダルマが浮かぶもの。ボトルが黒いせいもあ夜、 味のサントリーオールドは、味もそ

関鵬胤係侃、つま…的な初ア門ク山ご訓と品巾叫砿恥仰山lは比岬町まふ鴻a忠忠払杭いいつf引て引かLい、 ! さ$竺[え竺引h1ねね仏M。もいつ吋胡と捕高町町…Lい川巾、も初叫も初似…の叫も
拭そ刊れは峠まさ拭払一iに瓜吟ζム晴、企会錦話恥炉抑のω(J)jJ力'Jotご川か糾ら、…を I.¥i机れM尖心;ジ})~ けど、 僕恥は ダ釣仙Jル川レげマ叫が大 ですね。ピ印ジユア刈Jル川レ哨的l叫ζα叫はま、オい一→冶占a圃色 l L吋門小

何事材、飲んだときのようとE、いい僻いと乙ちの会， .・ふ i -' ~・ 好きですミ乙れほどクセがな ドのポトyレがー醤かっ口、~， .... ・圃圃邑 |弘は絵
話をi書きたい、とし、つも!思っているんですよ。， ・・? く、日本人の青lζ合うウイス んじゃないかな。それi乙ゃっ ・ nr唱園 |関ですから、
⑨Felix Guattari U930.3.30)精神骨桝者田哲学者一仏国|ーーム・ -キ一つてなL、んじゃなし、か ばり「壬道を行くウイスキーJ '~ ー『 菅) I素晴らしL、

l ~1 -'" • I 
私の住んでいるアバルトマンの下には、日本式の! な。毎日飲んでも飽きないて'すし。オールドは、ス iというか、重みがあってドッシ γJ汗 1Jf 'デザインの

パーがあM のらばずんくり|ザとは内情う、日本…キー戊いう! 1リ1)l-"[ J.>. 1!i訓品音計机で引Lい、叫う

としTたこ形蜘机の臥、サわMン川卜リ一オh一-)ルレ | 姿勢恥を矧貧駅くぺ吋きr以だ伐と思いま杭丸僕恥は基蹄本的畑日本判| の岬響齢恥き劫古か益必叫な仏。落都ち着いて ~臥ト--0:._ 1刈物を碍買うK乙
ド吋附カがi、た吋〈伶き人μキ一プ均きれMて |以人です村古か、吟私らι川、泊酒は肘オ一ルド、，tぱこコ刈ば正ζ叫はハ川イラ刊イ朴ト。 Iるんだけど、年寄りつて感.:~&\l.:r''1 I とがありま
いますL私も飲んでみました。!この晴好は、ずっと変わらないでしょうね。 Iじはしない、不思議なウイ ・・It¥:.:.... Iす。 サント1)
それはたいへん美味でした。 I(⑥Nam June Paiku932川町村ーテイストー嗣味齢似 |スキー。オレは飲むと、メチャクチャ陽気になる。， ーオールドの
舌の上からい口の中 |もちろん友人とも飲みますが、独 __ I相手は、男のほうがいい。猶もどんどんいけるし、 !乙の魅力的
へ、喉、食道、胃へ、そして 酌することも多いですね、伽，司・・邑 |話もノリノ1)((なって闘い。チェッカーズの中で iなボトルは、
弗全体へと、香切:焼き付 場合。飲むのは、ものを書くとF 人町ヲz・lは、弟の尚之がー香強い。あいつが横綱。でも !そういった筒

r..... 、、子 a・・・..1
けられてゆき拭やがて緑 川\インスピレーションが~!~ ~T/ Iとl校炉然切ですよ。 自のものの

初のほろ苦きが消える頃lζは、きながら地球の 欲しL 、ときですね。飲むと、 品Jら伊~L I(⑥Vivienne Flesheru9制 11)桝トレード一一一柑 ひとつに途
地仰による地層形成の山、東洋と西洋 自分を発奮させる山 惇芯通 |日本へ制附ったのは1鰯年のととでしむ lいありません。

が重なり合ってしまうのですLオ-)vJ-:を味わう乙 状態と、それから、ほどよく 司・--.f"........ ・. ，もともとは、仕事の依頼者から、3退問から1州 もちろん、お

とは、東洋と内.洋のエキゾチズムの混合を味わ たゆたうとしづか、ゆらゆら l 司司h・ ~E 程いるように言われていたのですが、私は結局、 いしい中身の

う縁良の)]法に違いありません。 f と動いている状鰍が、半r一一一ー 3ヵ月H本lζ滞在しました。とL、うのも、仕事がf 乙とを忘れてf

A型 Desjaponais m'y ont fait gouter. C'est bon 分半分。ピ力、ノとブラックの俊界をたゆたうのは、

aussi !...…La premi色reamertume oubli民 les いいもんです主私の中でこのふたつが、視覚的に、

continents se chevauchent a la facon des plaques Iこう、お互いに感じ合い、照応し合う。すなわち、

tectoniques de l'ecorce terrestre. Un echange 1このあたり、かなりボードレール的であるといえる

en somme， de bons procedes; l'exotisme des ， でしょうね。 静かにクライマックスK逮して、そして、

uns contr官 celuides autres. たゆたう。あまり酔い過ぎもせず、:円僻いにも
"..<奮しげ

⑨三綾成.(1211.7.8)作曲車 四!ならず、とL、うのがし丸、。そのためには、ぜひ洋

僕は28歳くらし、まで、それζそ底なしに飲んでま | 猶がし、ぃ。それもできれば、サントリーオールドのオ

i したね。巧時は本吋(C仕事がなくて、将来どうI ン・ザ・ロックがいい。(日本語でインタ出ーしましたJ

SOME 

{アイウエオ剛1，外凶人はファミリーネーム前日本語読み.なお.英文および仏文は吊l叶的に他級事せてl-f:.f:l'ております~) 

おうg か ごう

⑨逢坂側(昭18.11.1)附
し、まの干ムにとって、ウイスキー

の味イコール、オールドの妹、

ですね。アメリカのハードボ

イルド作家でいえば、口当Tこ

りが良く、のどごしがL、いと

L 、う意味で、チャンドラーて'

しようか。私は小説の中"[;

男と女が誘り合う喝J1ri1

[オールドリの味わいをサントリーは
創造・踊兜サントリー樟式全容土

お聞かせください。訪222ヰロヴたお2412諮問37なお手数什れご住所時間話番号・ご職業付加書き添えくださレ。

古
代
エ
ジ
プ
ト
、
ロ

l
マ
時
代
に
も
、
歯
磨

剤
の
処
方
が
あ
っ
た
の
を
と
存
じ
で
す
か
?
そ

れ
だ
け
「
歯
を
み
が
く
」
と
い
う
習
慣
は
古
く
、

あ
の
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
、
お
口
の
手
入
れ
を
怠

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
代
で
は
、
朝
晩
二
回
の
歯
み
が
き
が
常
識

に
な
っ
て
い
ま
寸
か
、
「
面
倒
く
さ
い
」
「
動

物
は
歯
を
爵
か
な
く
て
も
ム
シ
歯
に
な
ら
な

い
ト
と
言
っ
て
、
会
く
歯
み
が
き
を
し
な
い
人

も
い
ま
す
。

で
は
歯
み
が
き
を
し
な
い
と
、
い
っ
た
い
ど

う
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
ず
、
口
臭
。
食
ベ
カ
ス
、
歯
垢
、
歯
石
な

ど
の
汚
れ
が
歯
の
表
面
や
口
の
粘
膜
に
こ
ひ
り

つ
き
、
お
口
の
臭
い
が
、
人
に
不
愉
快
な
思
い

を
さ
せ
ま
す
。

一
1
一
一
週
間
で
、
歯
の
表
面
は
歯
垢
で
ネ
パ

ネ
パ
し
、
歯
石
が
つ
け
ば
ザ
ラ
ザ
ラ
、

色
素
沈

着
で
ヤ
ニ
の
よ
う
に
、
歯
は
黒
っ
ぽ
く
汚
な
ら

し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

あなたの「オーノレドの話」を、


